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　　　　　　　　　　　　　　　　〔緒　　　　言〕
　筆者は，高知県下の御荷鉾帯以南において，秩父累帯・四万十帯に胚胎する含銅黄鉄鉱鉱床およ
びほとんど銅を含まない黄鉄鉱鉱床の主なもの約16鉱山について調査し, 2, 3を除いてその大部
分につきその結果を公表した(U-(4)本論文の安芸鉱山については, 1959年６月19日から３日間，
四国通商産業局鉱山部脇田咸次郎・高知県商工観光課小松重敏・高知県企業能率相談所上村昭明の
諸氏と共に，同鉱山の鉱山診断を実施したので，その調査の結果をまとめて公表することにした．
調査に協力された上記３氏および種種便宜を与えられた同鉱山の菅俊彦氏比深謝す.る．
　　　　　　　　　　　〔Ｉ〕位置・交通・沿革および現状
　金嶺鉱業安芸鉱山は，地理調査所５万分の１地形図「手結」に属し，鉱山事務所は安芸市西浜に
あ･つて，土讃線後免駅から私鉄安芸鉄道の終点安芸駅まで約１時間，それより高知県交通バスに乗
り換えて約５分，徒歩ならば約15分の市内にある．当鉱山の中心鉱床である安芸之川鉱床（高知県
採登38）は，鉱山事務所から北北東直距離13.5 kmの位置にあり，標高600～700 m である．交通
は安芸川に沿って栃ノ木まで約８ｋｍに県交通バス定期便が日に数便あり，栃ノ木から赤久まで4.5
kmはトラック道路か通じているか，赤久から現場まで約６ｋｍは徒歩によるよりほかない（第１図
参照）．資材の搬入には牛の背を利用できるが，交
通至難であるため，将来の出鉱にそなえて西之川経
由，伊尾木川沿岸の道路を利用する計画を立て，大
切坑ロー西之川間の索道敷設を考慮中である．
　本鉱山の発見の時期は明かでないが，明治末期頃
から大西鉱山と称して，多くの鉱業権者により次次
と探鉱され, 1936年12月別子鉱山（株）が鉱業権者
となって探鉱を進めたが思わしい結果が得られず，
1939年頃から休山, 1954雁12月に金嶺鉱業（株）と
住友金属鉱山（株）とが共同鉱業権者と,なづて再開，
1956年12月には鉱山の名称を安芸之川鉱山から安芸
鉱山と改称し，主として旧坑下部の大切坑内を探鉱
し，かなりの鉱体を発見した. 1958年･５月一時休
山, 1959年６月１日再開した.（5）
　従来，１坑から６坑および大切坑を，立入または
鑓押しに，上部から下部へ探鉱してきたが，金嶺鉱
業の時代からは大切坑を探鉱し，大切坑を約一〇ｍ
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切上り，中段（７坑）において鑓を押し，さらに７坑を23.5 m切上り，７坑中段のレベルを設け，
鉱休の西端を切上って1959年秋５坑に貫通した．現在は大切坑レベル東鎚押しを実施中であるが，
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昭和34年末において未着鉱である．現在までに出鉱したことはなく，過去の探鉱によって搬出され
た鉱石は，大切坑口の手選場において水洗手選され, Cu ４～５％の鉱石700～800 ton がそのまま
野猿貯鉱されれている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ｎ〕　地　質　●　岩　石
　この付近の地質については, 1902年小川琢洽博士による20万分の１地質図幅調査（6），1938年鈴木
達夫商工技師による７万５子分の１地質図幅調査（7）などかあるか，公表された精査報告はない．
簡単な記載は四国鉱山誌（8）に掲げられている．
　本地城はいわゆる安芸川層に属する．木層は多分ジュラ紀の深海堆欲物であろうとされ，高知県
の過半の面積を占めるにもかかわらず，化石か非常に少く，時代未詳中生層群としてあつかわれて
いる（末尾の付記参照）．
　鉱区付近の地層は，砂岩ないし硬砂岩・砂岩一頁岩互層・珪岩一頁岩互層（鑓のうち上盤）・チ
ャート（鑓のうち下盤）・赤色粘板岩などの欲成岩と，火成岩として輝緑岩・変輝緑岩および大成
源の輝緑凝灰岩から成っている．枯成岩の一般走向はN60°～80°Ｅ，傾斜は80°内外南または直立
層である．香美郡香我見町の上倉鉱山付近の地質と同一水準と思われ，岩石および走向・傾斜の状
況も酷似している．
　鑓すじは１つの断層帯をなし，断層作用は鉱床胚胎前にも後にも行われたものと見られ，輝緑岩
類はチャートを交代した．すなわち輝緑岩類は運鉱岩であって，この火成岩を由来した元の岩漿分
化の末期現象として，鎚すじに沿う輝緑岩類自身やチャートは，方解石脈・石英脈の細脈によって
貫かれ，また著しく赤盤化された部分もある（第２図レ地質図参照）.
　（1）輝緑岩・変輝緑岩～輝緑凝灰岩
　輝緑岩として明瞭な　ophitic structure の認められる純粋の塩基性半深成岩の外政を呈するも．
の，これか変成し，斜長石がsaussuritizationを受けたり，岩石全休として　carbonitization,
silicification, serpenitizationを受けて変輝緑岩となったもの，および一般に緑色・暗緑色・紫
赤色などを呈し，外観はいわゆる輝緑凝灰岩であるが，鏡下にはigneous origin と判断される拍
子木状構造のground mass を持つものより成る．輝緑岩の変成の著しいものはophitic structure
が不明となり，原岩が凝灰岩であったか，輝緑岩であったかわからぬようになるか，１枚の薄片中
に１ｍｍ内外の斜長石の結晶の明かなophitic structure の認められる部分かあることで，これら
がすべて大成源であるとの判断が可能である．
　輝緑岩の造岩鉱物は，斜長石・かんらん石・単斜輝石・緑泥石・方解石等より成り，明瞭な
ophiticないしsub-ophitic structure を示している．斜長石は■ stout prismatic plate ないし
prismatic plate の自形結晶を示し，長径0.7～1. 2 mm程度のものか多く, 0.2～0. 3 mm程度の
小結晶のものもある. saussuritizationが進んでいるために，直交ニコル下でアルバイト双晶が辛
うじて認められる.010に平行な結晶の消光角よりAb7oAn3o～Ab5oAn5oと判断される．かんらん
石は斑晶をなすか，斜長石より晶出は後である．火成源輝緑凝灰岩の拍子木状構造をなす斜長石
は, 0.2～0.３ｍｍ前後で，熔岩性つまり火山岩性の火成岩である.
　（2）チャート
　チャートは，鉱区内においては，鑓すじの区城のみに見られる．鑓すじの下盤を形成する意味に
おいて重要である．一般に白色・灰色・黒色などのほか，青盤化作用で淡緑色，赤盤化作用で赤色
を呈し，赤色チャートは量的にも多い．層理の明瞭な層状のものは少い．輝緑岩の貫入で，これと
交代されたり，鉱液に交代されたりして，鉱床の生成と密接な関連を有する．チャートか交代を受
けたことについては，輝緑岩中や鉱石中に未交代のままとり残されたチャートの　xenolithが，
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islandをなしていることでわかる.
　（3）赤色粘板岩
　赤色チャートが変質したと思われるものがある．数ｍｍ程度の破片も鏡下に１個体としての複屈
折をする．また明かに赤色チャートか断片として含まれるものもある.
　（4）珪岩～頁岩互層
　珪岩は白色ないし黒色，頁岩は黒色をなす．瀕互層の部分は珪岩が欄状配列をなす．釦すじの上
盤にあたり, cap rockをなすものと思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ｍ〕　鉱．　　　　床
　Ａ．　産状・形態
　上盤を珪岩～頁岩互層とし，下盤をチャートとし，その開の断層帯に這入した輝緑岩・変輝緑岩
～輝緑凝灰岩の　゛゛後火成作用”として鉱液が主として逃入岩に惨染し，一部チャートをも交代し
て，含銅黄鉄鉱鉱床を胚胎した．ぞの形態は扁桃状・レンズ状・層状等をなし，ほぽ這入岩の“鑓
の内”として不規則に辿る．“鑓の内”の幅は30～60m程度で，西部で最大120 m に達する．走向
は地層のそれと同じく･北60°～80°東をなし，傾斜も80°内外南である．鉱体の富鉱部は最大規模
で，たとえば７番坑切上りのように鑓幅最大3. 5 m,鑓押しつまり走向の方向に13m,傾斜の方向
におとし45m程度，最小で鑓幅20 cm, 走向および傾斜方向に４ｍ程度である．
　本鉱山と同一層準に胚胎する香美郡香我美町の上倉鉱山の鉱床は，上盤頁岩，下盤チャートで，
含銅黄鉄鉱の鉱床はほとんどこの両盤の間に胚胎し，鉱脈は１本であるか，本鉱山の鉱床は，両盤
の関係は等しいけれども，この両盤の間の逃入岩を鎚の内とし，鉱脈は必ずしも１本でなく，いい
かえればsimple fissure vein ではなく, sheeted vein ないしlinked vein をなす．
　断層は，鑓すじの走向と平行なものが卓越し，断層粘土をはさむものもある．斜交する小断層も
多く発達し，１つの断層帯をなすj断層作用は，鉱床胚胎前もその後ら行われたと見られ，鏡肌を
有する鉱石もあるが，断層のため鉱床か著しく転移されたと見られるものはない．
　高知県の熱水成鉱床には，その富鉱部が，筆者の既に調査した土佐郡鏡村の国見山鉱山（9）や，
既述上倉銅鉱山のように，地層の走向に直角な両盤の摺曲軸部に胚胎するタイプのものと，幡多郡
方面の輝安鉱諸鉱山や高岡郡の長者硫化鉄鉱山・東向銅鉱山の如く，断層破砕帯つまりshear zone
に胚胎するタイプのものとが観察されるが，本鉱山はその後者に属するように思われる．１番坑か
ら大切坑まで数坑道が開さくされているが，鉱床の延長は大切坑で最も長く，主富鉱部はやや西に
おとすようである．鉱床は全体として見る時，走向方向よりもむしろ深部におよび, chimney状
をなす．大切坑第３切上りから７番坑切」二り付近の状況，また５番坑内等においてもよくあらわれ
ている（第３図参照）.
　Ｂ.’鉱石・脈石およびその生成順序，母岩の性質
　鉱床は含銅黄鉄鉱鉱床で，銅はほとんど黄銅鉱のみである．脈石としては方解石・石英・緑泥石
等が考えられる．鉱石は従来搬出先鉱を行ったことはないが，大切坑・７番坑については綿密な
sample map が住友鉱業（株）によって作られている．７番坑切上り西側で，黒灰色の金属鉱物を
産し，四国通産局鉱山部で分析の結果は次の如く，強磁性を有し，磁鉄鉱であることがわかった．
鉱石としての採鉱は困難視される．
No.
No.
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鉱石の品位は前記sample map (第４図）によれば，大切坑および７番坑において，７番坑切
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上り□のCu 16.38％，S 29.50％がＣｕとして最高である．Ｓとしては大切坑第３切上りの上端
近くの46. 48 %が最高であるが，Ｃｕは1.51％で，黄鉄鉱か過半を占めるものである．平均Cu
４～６％程度といったところである．大切坑で第卜切上り口と第２切上り口との中間の鉱石および
第３切上り□付近の鉱石にはＡｕおよびAgが含まれ，Ａｕの最高1.0 g/t, Agの最高42 g/t
が検出されているか，高岡郡指原の東向鉱山のように，含銅品位の高い部分に含金銀品位が高いと
いうことはない．また微量であるために検微鏡でも識別し得ず，従って晶出の順序も不明である．
　磁鉄鉱は黄鉄鉱のcubeの自形結晶をとりまき，または黄鉄鉱の結晶中に微細脈をなして晶出し
ている．また磁鉄鉱の方が結晶粒が小さく，黄鉄鉱を脈状に貫いた中心部は方解石となっている．
つまり黄鉄鉱を貫く方解石脈のboundaryへ磁鉄鉱が晶出している．また黄鉄鉱・磁鉄鉱の両者を
１本の磁硫鉄鉱脈が貫いており，晶出の順序を明かにしている．黄鉄鉱・磁鉄鉱・磁硫鉄鉱が更に
緑泥石で包まれ，緑泥石は元の塩性火成岩のground mass　から変ったものと思う．以上４者を方
解石脈が貫通する場合と　carbonitization後のchloritizationが観察される場合とが認められ，
carbcnitizationとchloritizationは相平行したものと考える．またcarbonitizationは一般に強
大であるか, silicificationがこれに先立ったようである．含銅硫化鉄鉱の黄銅鉱と黄鉄鉱とは相前
後して微細に入りまじった構造をなすが，黄鉄鉱の晶出がやや先のようである．上倉鉱山において
は，これかさらに黄銅鉱の鉱液の惨染を受け，黄銅鉱の細脈に貫かれて銅の品位をあげているが，
本鉱山のものについては，調査した範囲内では見られなかった．　．
　先ず，既存のチャートが> basic magmaによって交代され，その時の一部のチャートは赤盤化
された．交代されずに残ったが，輝緑岩中に捕かくされislandをなしているが如き試料は少くな
く，この交代はチャートと頁岩‐珪岩互層との境界に沿って盛んであったようで，頁岩－珪岩互層
がcap rock をなし，鉱体の上盤に未交代のチャートはほとんど見つからないが，下盤側は地質図
でもわかるように厚いチャート帯が残っている．しかし，これも交代変質の影響が観察される．大
切坑口から約300 nl付近での南への立入坑道東壁で，輝緑岩貫入の状況かよく観察される（第５図
参照）．図中の積成岩と輝緑岩の境は断層ではない．
Ｄ
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　次に鉱化作用によって鉱床が胚胎されたが，熱水成の鉱液が，
ほ岩の輝緑岩を鉱染して鉱床の主体を形成すると共に，チャート
をも交代して胚胎したものである．鉱石中に交代しきれないで残
されたチャートの円禰ないし角傑状の捕かくされたislandを有
する試料,も採取することができた．鉱化作用は，黄銅鉱・黄鉄鉱
のみでなく，磁鉄鉱やごくわずかの磁硫鉄鉱のdepositが行わ
れたことは既に述べた．その状況は黄鉄鉱が最初で，これと相前
後して黄銅鉱か析出し，次に磁鉄鉱か続き，終りに磁硫鉄鉱が析
出した．鉱化作用に続いてsilicificationが行われ，さらに大規
模のcarbonitizationが行われ，続いて軽度のchloritization,
serpenitizationが行われたか，この緑泥石化・蛇蚊石化の両作
用が終ってもなおcarbonitizationは終らなかったようである．これらの”後火成作用”によって，
輝緑岩は斜長石がsaussuritizationを受け，変輝緑岩となり，遂にophitic structure さえ不明な
緑色岩となり. igneous originの輝緑凝灰岩も赤盤化した．以上をまとめると第６図が得られる．
　，Ｃ．　成因的考察
　この鉱床は，輝緑岩が運鉱岩となり，上盤の頁岩一珪岩の互層，下盤のチャートの間に沿って輝
緑岩が貫入し，その゛後火成作用”によって，熱水溶液から形成され，チャートを交代した熱水成
交代鉱床であろうと思われる．鉱床の上下盤の堆積した後に，主として上盤側チャート内に走向と
ほぼ平行に生じた断層帯内に輝緑岩が貫入し，チャートを交代し，貫入岩および母岩のチャートを
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鉱染し交代した形跡が極めて明瞭である．なお鉱床の生成温度については，これを確実にする資料
に乏しいが，母岩の変質，産出鉱物などより熱水時代であることが推察される．
　筆者その他の調査にかかる宝賀勝・清水・旭・上倉・川之内・土佐山・長者・東向べ日ノ［ト大
方・大阪・三ノ岡・森沢・常六等の銅・硫化鉄鉱床，国見山・外山等の鉄マンガン鉱床等は，本県
の秩父累帯・四万十帯の金属鉱床に共通する輝緑岩を迎鉱岩とする熱水成鉱床であるが，本鉱山も
またその例に洩れないものといえる．輝緑岩貫入の時期は，古第３紀に入ってからと思われる.（1o）
　Ｄ.　探　　鉱
　現在の探鉱はもっぱら大切坑・７番坑およびそれぞれの切上りによって実施されているわけであ
るが，既に述べた本鉱山の性質上次の諸点に留意すべきである.
　（1）本鉱山の鉱床は，１本の鑓より成るものでなく／緑色貫入岩の’゛鑓の内７にsheeted vein
ないしlinked veinをなすものであるから，１本の鑓のみを追うことなく常に平行脈の存在を意識
して探鉱すべきである．従って鉱況旺盛なる箇所または，鉱況は貧弱でも母岩の状況良好なる場合
は，鑓すじに直角な立入による探鉱を心掛くべきである．ただし上盤側は頁岩―珪岩互層まで，下
盤側はチャートまでにとどめ，それ以上の探鉱は無駄である.
　（2）大切坑や７番坑においては‥赤色チャ¬卜の捕か,くされている部分や, reddish　igneous
schalsteinの部分においては鉱況不良とされているが，後者については地表固結の理由によって一
応考えられるか，前者すなわち赤色チャートの捕かくされている附近は必ずしもあてはまらない．
チャートが赤盤化されていることは熱水作用の盛んであったことを意味するものであり，７番坑切
上りや，５番坑においては赤色チャートの下盤側に鉱床胚胎し，またこれと共存する状況も認めら
れる．従って赤色チャートには余り拘泥せず，鉱況良好なる場合は下盤のチャートまでは探鉱を怠
らぬように注意しなければならない．上倉鉱山においては赤色チャートがむしろ鉱床存在の目安で
あった.
　（3）富鉱部はchimney状をなす傾向であるので，切上り，切下りによる採鉱に留意することも
必要である．大切坑レベル以下においても，鉱床胚胎の可能性が大きい．大切坑第３切上り付近の
地表は，地形上稜線のほぼ真下にあたり，かぶりも最も大きく180 m におよび，また鉱況最も良好
である．しかし大切坑レベル以下は地形的関係から竪坑で採鉱するより方法がないと思われる.
　（4）現在の鉱床の鑓すじ延長部については，直接には７番坑鑓先の探鉱は，現坑道を延長して実
施すべきである．現鉱床の鑓すじの東延長は，地質・地形両面より期待はできないが，西延長は全
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面的な探鉱の価値がある．大切坑第３切上り付近は，地形的に南北に走る稜線のほぼ真下となり，
４番坑・５番坑鑓先も既に稜線を越して掘進しているが．稜線付近は　゛゛鑓の内”がほぽ100 m に
達し，その西側の道路においては120 m という状況である，また稜線を越した諸坑道が実は主鑓す
じを追っているかも不明である．といって南北に立入して坑道掘進により探鉱することは，費用の
関係もあり，非能率的であるから，稜線を中心として東西延長300 m 程度の地表における電探を実
施し，反応のあった場合はさらに範囲を延長するという方針をとれば，概況が把握でき，その結果
により坑道探鉱の方針が決まる．なお，電探を実施するとしても一応稜線西側の地質調査は完成す
る必要かおる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔結　　　語〕
　1.安芸鉱山は，旧安芸町内より北北東直距離13.5 kmのところにある含銅黄鉄鉱床である.
　2.この地方の地質は，いわゆる安芸川層に属する砂岩ないし硬砂岩・砂岩一頁岩互層・珪岩一
頁岩互層・チャート・赤色粘板岩，および輝緑岩・変輝緑岩ないし輝緑凝灰岩(igneous origin)
より構成される．地層の一般走向・傾斜はN60°～80°E, 80°～90°Sである.
　3.鉱床は，上盤を珪岩一頁岩互層とし，下盤をチャートとし，その間の断層帯は逃人した輝緑
岩類（連鉱岩）のフ後火成作用”として鉱液が主として道入岩に惨染し，一部チャートを交代し
て，含銅黄鉄鉱鉱床を胚胎した熱水底交代鉱床である．形態は扁桃状・　レンズ状・層状等をなす
が，鑓すじは１本ではなく, sheeted vein ないしlinked vein をなす.
　4.本鉱床の母岩の変質は，鉱化作用（黄鉄鉱，ややおくれたとはいえ大体平行に黄銅鉱，次い
で磁鉄鉱，終りに小量の磁硫鉄鉱）→珪化作用→炭酸塩化作用（その途中は緑泥石化作用・蛇蚊石
化作用）の順序に行われた.
　5.輝緑岩貫入の時期は，古第３紀に入ってからと思われ，高知県下秩父累帯および四十万帯中
に胚胎する金属鉱床に共通する.
　6.探鉱は，常に平行脈の存在を意識し，その主鑓すじを追うことを心掛けねばならない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和35年４月１日受理)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
Cupriferous-pyritic Deposits of Aki Mine, Kochi Prefecture
　　　　　　　　　　By　　Takeo　Sawamura
(Ｇｅｏｌｏｇｉｃａｌ。ｉｄ Ｍ･ｉｎｅｒａｌｏ＾ｉｃａｌＬａｂｏｒａtｏｒｙ､ Ｆａｃｉｄりｏｆ Ｌ･itｃｒali｡ｒｅ ａｎｄ
　Ｓｄ・ｌｃｃ、Ｋｏｃ柚.Ｕヽ、1･沁el･ｓit'V)
　山　The Aki Mine is about l5 km northeast of Aki Station of Aki line. The ore bodies
of the mine are of cupriferous-pyritic deposits.
　(2) The rocks in thisregion belong to the Akigawa Mesozoic System and are sandstone,
graywacke, alternation of quartzite and shale, chert and red clayslate. Intrusive rocks
are diabase, meta-diabase　and　schalstein (igneous origin). General　strike　and dip of
the system are N60°～80°Ｅ，800～90°S.
　(3)Ｔｈｅ ore deposits of the mine occur as sheeted or linked veins, and the ore shoots
are massive, lenticular or irregular platy bodies.
　(4) The ore bodies are hydrothermal-metazomatic deposits by the postigneous action
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of diabase which intruded into ａ fault　ｚｏ‘nebetween hanging wall (alternation of chert
and shale) and　foot wall (chert), and the　altered rock　is　chert, that is　to say, the
diabase is the ore bringer.
　(5)Ｔｈｅ ore minerals　are　ｃｈａ】copyrite, pyrite, magnetite　and　ａ　bit　of　pyrrhotite.
The gang minerals are calcite and quartz.
　(6) Alteration of the wall　rocks in　these ore deposits　took place　in the following
order : mineralization→silicification→carbonitization→chloritization, serpenitization.
　(7)Ｔｈｅ writer assumes the ore deposits in Chichibu Formation and those in Shimanto
Formation occured closely one after the other. The stage of diabase intrusions is probalby
palaeogene。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 1, 19-60)
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